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今回の事業対象区間今回の事業対象区間
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再評価の手順再評価の手順

視点１：事業の必要性視点１：事業の必要性

①① 事業を巡る社会情勢等の変化事業を巡る社会情勢等の変化

②② 事業の進捗状況事業の進捗状況

③③ 事業の投資効果事業の投資効果

視点２：事業の進捗の見込み視点２：事業の進捗の見込み

視点３：コスト縮減や代替案立案の可能性視点３：コスト縮減や代替案立案の可能性
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１－①１－① 事業の必要性（社会情勢の変化）事業の必要性（社会情勢の変化）

６ー１

台地部 低地部



１－①１－① 事業の必要性（社会情勢の変化）事業の必要性（社会情勢の変化）

６ー２

市街化の進展と浸水被害市街化の進展と浸水被害
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30%
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市街化の進展と浸水被害市街化の進展と浸水被害

７ー２ ８

１．５１５２０１９８台風２２号平成１６年１０月

―１５５５４５６※集中豪雨平成１５年１０月

―４１５１２６８※台風３号平成１２年７月

１１２３０６３１２６５台風１７号平成８年９月

４００２３８２４１２２９台風１１号平成５年８月

９２１９６７３４１１０台風１７号平成元年８月

４１４２９６７２８１７５台風１０号昭和６１年８月

４２２１０９５２３１４８台風１８号昭和５７年９月

６７７４８８０６０２０２台風２４号昭和５６年１０月

３８３１８１２－９９台風４号昭和４１年６月

－１４８６２７１３８台風２４号昭和３６年１０月

７３６５０１６６０３３２
台風２２号

（狩野川台風）
昭和３３年９月

浸水面積
（ha）

家屋浸水
（戸）

時間 大
（mm/h）

累計
（mm）

被災規模降雨量

被災原因
被災年

過去の真間川の災害の記録過去の真間川の災害の記録

９

平成８年

時間 大

31mm/h

累計

265mm

平成５年

昭和61年昭和56年昭和33年

改修に伴う浸水被害の変化改修に伴う浸水被害の変化

１０

真間川の治水整備の目標値真間川の治水整備の目標値

東京湾

真
間
川
→

雨水排水路

1時間に50ミリメートル相当の降雨



１１

１－②１－② 事業の必要性（進捗状況）事業の必要性（進捗状況）

00派川大柏川派川大柏川

5555春木川春木川

8181国分川国分川

9191大柏川大柏川

100100真間川真間川

100100国分川分水路国分川分水路

00大柏川第２調節池

6363国分川・春木川調節池

100100大柏川第1調節池

各河川の進捗率：延長比（％）

全体で82% 完成

各調節池の進捗率：容積比（％）

全体で67% 完成

１２

事業の実施状況（春木川）事業の実施状況（春木川）

春雨橋

←春木川

←国分川

東国分中学校

越流堤

↑

迂回道路

春木川調節池

事業の実施状況（国分川春木川調節池）事業の実施状況（国分川春木川調節池）

計画区域はあくまでもイメージです １３

上池

中池

下池

国
分
川
→

春
木

川→

越流堤→

←越流堤

連絡樋管

１４

事業の実施状況（国分川）事業の実施状況（国分川）

←国分川

国分川→

←国分川分水路

聖徳学園

国分川水門

北総鉄道

松戸原木線

国分川橋

事業の実施状況（国分川：松戸市施行）事業の実施状況（国分川：松戸市施行）

１５

国
分
川
→

国
分
川
分
水
路
→ １６

事業の実施状況（大柏川第事業の実施状況（大柏川第11調節池）調節池）

越流堤→

ビジターセンター

市川市民プール

大
柏
川
→

派川大柏川



１７

事業の実施状況（大柏川：市川市施行）事業の実施状況（大柏川：市川市施行）

大
柏
川
→

市川保健医療福祉センター

１８

事業の実施状況（市川市施行：大柏川）事業の実施状況（市川市施行：大柏川）

改修前

改修後

事業の実施状況（大柏川第２調節池）事業の実施状況（大柏川第２調節池）

１９計画区域はあくまでもイメージです

大
柏
川
→

２０

１－③１－③ 事業の必要性（投資効果）事業の必要性（投資効果）

B/C  > 1.0

総費用Ｃ

（Cost）
総便益Ｂ

（Benefit）
効果あり

便益には、様々な便益が想定
されるものの、治水事業におい
ては、あくまでも被害防止便益

のみを便益として乗せる

建設コストや維持管理費の合
計を費用として乗せる

投資効果を判断するてんびん。

総便益Bが重ければこの事業は効果的。

２１

計画降雨により推定される氾濫ブロック計画降雨により推定される氾濫ブロック

大
柏
川

→

春
木
川
→

国
分
川
→

←派川大柏川

国分川水門

国分川・春木川調節池

大柏川第２調節池

大柏川第1調節池

２２

費用と便益費用と便益

浸水被害の解消浸水被害の解消 （時間雨量（時間雨量50mm50mmのの降雨降雨に対する浸水被害の解消。に対する浸水被害の解消。））

◆◆ 浸水面積浸水面積 126126 haha

◆◆ 浸水世帯数浸水世帯数 1,0931,093世帯世帯

被害防止便益被害防止便益 324324億円億円

護岸及び用地の護岸及び用地の残存価値等残存価値等 1111億円億円

総便益（総便益（BB））333355億円億円

今後の今後の建設費建設費 149149億円億円

総費用（総費用（CC））116666億円億円

事業実施中及び事業完了後事業実施中及び事業完了後5050年間にわたる年間にわたる

維持管理費維持管理費 1717億円億円



２３

総費用Ｃ

（Cost）
１６５億円総便益Ｂ

（Benefit）
335億円

効果あり

投資効果Ｂ／Ｃ投資効果Ｂ／Ｃ

BB／／CC＝＝2.02.0

平成２０年度へ現在価値化した総便益と総費用

２４

２２ 事業の進捗の見込み事業の進捗の見込み

全体事業費

１，７１０億円

実施済み事業費

１，５００億円

５０％

２５

３３ コスト縮減や代替案立案の可能性コスト縮減や代替案立案の可能性

極力、現施設で対応可能な施設は

改築の見送る

基本的には事業の約9割が完了し

大きな代替案の可能性は無し

２６

後に、事務局提案後に、事務局提案

視点１：事業の必要性視点１：事業の必要性

①① 事業を巡る社会情勢等の変化事業を巡る社会情勢等の変化 事業必要事業必要

②② 事業の進捗状況事業の進捗状況 約約8888％％

③③ 事業の投資効果事業の投資効果 B/C=2.0B/C=2.0

視点２：事業の進捗の見込み視点２：事業の進捗の見込み 2020年後年後

視点３：コスト縮減や代替案立案の可能性視点３：コスト縮減や代替案立案の可能性 縮減有り縮減有り

代替案無し代替案無し

事業継続としたい事業継続としたい

おわり



様式３ 

再評価実施事業調書 

番号 １ 事業名 総合治水対策特定事業 路線又は箇所名等 （一）真間川 

事業所管課 河川整備課 事業主体 千葉県 

事業化 
年 度 昭和54年 用地着手 

年  度 昭和54年 工事着手

年  度
昭和54年 再評価の 

理  由 第３の４ 

費用便益比 
Ｂ／Ｃ 2.0 総費用 165.75億円 総便益 335.75億円 

 
基準年 

 
平成20年 

 
（費用便益比については、真間川全体の治水事業における残事業について算出した結果である。）  
事業概要  
（目的） 
流域の市街化の進展によって、農地や樹林が有する保水機能や、低地や水田の開発により遊水機能が低

下により、真間川及びその支川への雨水の流出量が増大した結果、昭和 50 年代後半から、各地で浸水被

害が頻繁に発生することとなった。このため、真間川流域では、低下した治水安全度を回復すべく、保水・

遊水機能の回復に努める流域対策を推進するとともに、河道改修・調節池の建設を実施する。これにより

時間雨量50mmの降雨に安全な総合的な治水対策を行う。 
事業対象区間は、市街地を貫流していることもあり、溢水、内水氾濫が発生した場合には甚大な浸水被

害の発生が考えられ、早急に河川改修を実施する必要がある。 
（主な実施内容：完了箇所を除く） 
・ 河道改修（河道拡幅、掘削、築堤） 

国分川（5.56km）、大柏川(5.64km)、春木川（2.21km）、派川大柏川（1.58km） 
・調節池 

国分川調節池・春木川調節池 、大柏川第二調節池 
事業の進捗状況（河川改修事業全体を対象）  

社会経済情勢等  
①流域状況 
 真間川流域は松戸、鎌ヶ谷、船橋の三市に源を発し、西南流して市川市域に入り、江戸川と東京湾に注

ぐ、流域面積は65.6km2 の一級河川である。首都圏に隣接している事から、流域内の人口は、昭和35年

以降急激に増加しており、昭和 50 年をピークに人口の伸び率は緩やかになってきているものの、人口・

資産が集中している流域であり、治水安全度向上は必要不可欠である。 
②事業の実施 
 改修は、昭和 33 年の狩野川台風を契機に河道拡幅や護岸工事が進められてきたが、流域の市街化の進

展に治水事業が追いつかず、昭和 54 年度から流域対策を含めた総合治水対策特定河川事業に着手してき

た。この事業により真間川全川、国分川 4.5km、大柏川 4.1km、国分川分水路、大柏川第 1 調節池が完

成し、流域対策量も27万ｍ3を確保した。引き続き、国分川調節池、大柏川第２調節池及び河道改修を推

進し、あわせて、多自然川づくりを念頭に置き、植生の回復、淵の創出などに努める。 
③主な水害状況 

・昭和 33 年 9 月（台風 22 号） ・昭和 56 年 10 月（台風 24 号） ・平成 5 年 8 月（台風 11 号）

浸水家屋 5,016 戸       浸水家屋 4,880 戸         浸水家屋 2,382 戸 

浸水面積  736ha        浸水面積 677ha           浸水面積 400 ha 
④投資効果 
   ・浸水戸数：14,100戸   ・浸水面積：806ha 
⑤その他（関連事業） 

・ 都市基盤河川改修事業（大柏川上流）   L=1,621m H７～ 
対応方針（案）   事業継続とする 

 全体計画（億円） 投資事業費（億円） 進捗率（％） 

全 体  1,710 1,500 88 
工 事   908 818 90 
用 地  802 682 85 



様式４ 

 

事業概要図  

番号 １ 事業名 総合治水対策特定河川改

修事業 
路線又は 
箇所名等 （一）真間川 

 
 計画平面図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 代表断面図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



様式３ 

再評価実施事業調書 

番号 ３ 事業名 都市基盤河川改修事業 路線又は箇所名等 （一）大柏川 

事業所管課 河川整備課 事業主体 千葉県市川市 

事業化 
年 度 平成７年 用地着手 

年  度 平成７年 工事着手

年  度
平成１０年 再評価の 

理  由 第３の４ 

費用便益比 
Ｂ／Ｃ 2.0 総費用 165.75億円 総便益 335.75億円

 
基準年 

 
平成20年 

 
（費用便益比については、真間川全体の治水事業における残事業について算出した結果である。） 

事業概要  
（目的） 
大柏川上流域は、昭和 50 年代までは水田が主体であったが近年主要道路の沿道に商業施設や住宅地及

び病院などが建設され、市街地の進展が進んでいる。大柏川下流河道及び大柏川第一調節池の整備が完成

したものの、いまだに上流部河道の浸水被害が頻繁に発生する状況にあり、治水安全度のバランスが上下

流において差が生じてきている。そのため、上流の治水安全度を向上させ下流と同等の治水安全度を確保

するものである。 
（主な実施内容） 
・ 河道改修（河道拡幅、掘削、築堤） 

大柏川上流（浜道橋～鎌ヶ谷市境）L=1,621m 

事業の進捗状況（都市基盤河川改修事業（大柏川）を対象）  

社会経済情勢等  
①流域状況 
 大柏川上流の河道沿川は、水田が主体であったが都市計画道路などの交通網の発展に伴い徐々に市街地

が進展してきている。大柏上流河道は、鎌ヶ谷市、船橋市の台地上に発展した市街地の流出量を受け入れ

ていることから、沿川で浸水被害が発生する状況であり、早急な治水安全度の向上が必要である。 
②事業の実施 
 平成9年度の真間川全体計画変更認可を基本に河道拡幅、掘削、築堤工事を行い河積の拡大を行う。河

道拡幅の区間においては、低水路を設け緩傾斜護岸の設置により植生の回復、瀬、淵の創造などにより自

然に配慮した河川改修を行い、平成25年度に事業完了見込みである。 
③主な水害状況（真間川流域全体） 

・昭和 33 年 9 月（台風 22 号） ・昭和 56 年 10 月（台風 24 号） ・平成 5 年 8 月（台風 11 号）

浸水家屋 5,016 戸      浸水家屋 4,880 戸         浸水家屋 2,382 戸 

浸水面積  736ha       浸水面積 677ha           浸水面積 400 ha 
④投資効果（真間川流域全体） 
   ・浸水戸数：14,100戸   ・浸水面積：806ha 
⑤その他（関連事業） 

・ 真間川総合治水対策特定河川事業   S.54～ 
 

対応方針（案）   事業継続とする 

 全体計画（億円） 投資事業費（億円） 進捗率（％） 

全 体  72.00 63.06 88 

工 事  43.55 35.72 82 

用 地  28.45 27.34 96 



様式４ 
 

 

事業概要図  

番号 ３ 事業名 都市基盤河川改修事業 路線又は 
箇所名等 （一）大柏川 

 
 計画平面図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
   代表断面       （商工団地上流橋～鎌ヶ谷市境） 
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